
２０２０年１月３１日

活動報告書

ベイ・クリーンアッププロジェクト実行委員会
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実施概要①

名称

目的・趣意

期間

主催
・

共催
・

協力
・

後援
・

協賛

～産官学民連携～ むつ湾クリーンアッププロジェクト

恵み豊かな海「むつ湾」は、下北半島と津軽半島に囲まれ閉ざされた湾になっているため、一度汚染されると簡単には
回復できません。世界中で問題視されている「海洋ごみ」を自分ごと化し、“これ以上、海にごみを出さない”意識を社会
全体で向上させていくため、産官学民が連携した一大プロジェクトとして沿岸部等の清掃やその調査研究、街なか清掃
キャンペーンを展開するなど、むつ湾のクリーンアップ活動を展開します。

２０１９年５月２７日（月）～２０２０年１月３１日（金）

主催 ベイ・クリーンアッププロジェクト実行委員会 代表者 西秀記（青森商工会議所副会頭）

協力 むつ湾広域連携協議会
【構成団体】 青森市、むつ市、平内町、今別町、外ヶ浜町、野辺地町、横浜町、蓬田村

上記８市町村の商工会議所・商工会、青森県観光連盟、ＮＰＯ法人青森県環境パートナーシップセンター

後援 青森県、青森県教育委員会、青森市教育委員会、むつ市教育委員会、平内町教育委員会
今別町教育委員会、外ヶ浜町教育委員会、野辺地町教育委員会、横浜町教育委員会、蓬田村教育委員会
浅虫水族館、青森港湾研究会、青森観光コンベンション協会、青森県産業廃棄物協会
青森県漁業協同組合連合会、むつ湾漁業振興会、青森ウォーターフロント活性化協議会
青森県生活協同組合連合会、津軽海峡フェリー㈱、NPO法人あおもりみなとクラブ

参加者数 ３１７９人（目標５０００人～１万人）
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実施概要②

実施内容

□施策① キックオフ宣言 □
・「むつ湾クリーンアッププロジェクト」をキックオフ宣言し、ニュース化
開催日時 ： ２０１９年５月２７日(月) ９：００～
開催場所 ： 青森商工会議所会館

□施策② 沿岸清掃デー □
・むつ湾沿岸８市町村の沿岸部を市町村ごとに一斉清掃
開催日時・場所 ： ６月８日(土)青森市 ６月９日(日)むつ市 ６月１５日(土)平内町 ７月１１日(木)野辺地町

７月２４日(水)横浜町 ７月２７日(土)外ヶ浜町 ８月９日(金)蓬田村 ※今別町は実施できず。
参加者 ： 合計７３９名
募集告知 ： 告知スポット、SNSチラシ、市町村広報誌

□施策③ 街なか清掃キャンペーン □
・５月３０日～６月９日をピークに９月３０日まで、団体や個人に参加を呼びかけ、街なかのクリーンアップ活動を実施。
・活動機運を盛り上げる為、キャンペーン告知を１５秒テレビスポットにて展開。
・実施場所、日時は各参加団体の任意で実施。

実施期間 ： ６月２日～９月２２日
参加者 ： ２３団体２４４０名
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実施概要③

実施内容

□施策④ 沿岸調査隊 □
・沿岸清掃デーで「記録班」を設置し、ごみを種類ごとに分けて数を記録。
協力依頼先 ： 弘前大学 環境サークルわどわ
実施方法 ： 沿岸清掃でランダムにごみ袋をピックアップし、サンプル調査する。
仕分け内容 ： １．ペットボトル ２．プラスチック類 ３．燃えるごみ

４．缶・ビン ５．その他燃えないごみ ６．たばこ吸殻
調査研究 ： ごみをサンプル調査し、プラスチック類でも何が多いのかなど、傾向を調査し、報告。
・活動発表会、小学校配布DVDで発表。わどわのHP（http://hirodaiwadowa.web.fc2.com/）上にも公開。

□施策⑤ ごみアートブース 夏泊ビーチクリーンプロジェクト
・沿岸清掃デーで拾ったごみで青い「ごみアート」を制作し、イベントにブース展示。
・ブースでは「ごみアート」のワークショップを実施。参加した子どもたちがイベント会場周辺のごみ拾いを実施。
実施日 ： ８月１７日(土)～１８日(日)
イベント名 ： 椿山クラフトキャンプ
実施場所 ： 平内町椿山海岸

□施策⑥ 活動発表会 □
・調査で分かったことと海洋ごみとごみ拾いについて、活動発表会を開催
実施日 ： ９月２２日(日)
実施場所 ： ねぶた家「ワ・ラッセ」
講師 ： 青森大学環境社会学部 藤公晴教授 ／ 下北ジオパークサポーターの会 小田桐隆夫会長
併設イベント ： あおもりべじまつり に ごみアート展示。むつ湾の絵コンクール２０１９授賞式、参加作品展示。

□施策⑦ ＤＶＤの制作・進呈 □
・海洋ごみや「沿岸調査隊」の調査で分かったこと、むつ湾のごみ漂流の特性などをまとめたDVDを制作。
・むつ湾沿岸８市町村の全小学校（６９校）と８市町村の教育委員会に進呈。
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実施体制

主催／実行委員会
ベイ・クリーンアッププロジェクト実行委員会

実行委員長 西秀記（青森商工会議所 副会頭）
事務局長 大和田堅二（青森朝日放送 取締役）

事務局
青森朝日放送
（ＡＢＡ）

協力
むつ湾広域連携協議会

広報
ＡＢＡ

ＳＮＳ
ABA

●ＴＶ告知、露出

●アンバサダー対応

●ＰＲ、媒体管理

●報告書作成

●ＳＮＳ告知

●イベントリポート

街なか清掃ＣＰ
ABA AEPC

沿岸清掃デー
ABA AEPC

協賛作業
ABA

沿岸調査隊
ABA

●場所・日時選定（自治体と調整）

●漁協、地域キーマン巻込み

●参加者確保・調整

●ごみ運搬・回収（自治体）

●参加者への実施要項

●レクリエーション保険、安全対策

●企業・団体の巻込み

●実施場所・日時・参加人数の確認

●実施日の対応

（写真・リポート・ノベルティ手配）

●ごみ仕分け方法確認

●リポート提出用フォーマット作成

●記録データまとめ

●キャンペーンＣＭ制作・放送

●協賛社セールス

（ＴＶスポットＣＭへ社名掲載）

活動発表会
ＡＥＰＣ

●基調講演講師

●研究発表依頼

●会場調整

●参加案内

※AEPC：NPO法人青森県環境パートナーシップセンター
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全体スケジュール

施策①
キックオフ宣言

施策②
沿岸清掃デー

施策③
街なか清掃ＣＰ

施策④
沿岸調査隊

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

むつ湾クリーンアップ
プロジェクト全体

キックオフ宣言

5月27日

街なか清掃キャンペーン

〝むつ湾クリーンアッププロジェクト

5/27～9/30 プロジェクト
稼働期間

プロジェクト
準備期間

5/30-9/30

CHANGE FOR THE 
BLUE 全体 （5/30〜6/8） （6月予定）

海ごみゼロ国際シンポジ
ウム

→海ごみゼロアワード発
表

海ごみゼロ
ウィーク

青森市 6/8
むつ市 6/9
平内町 6/15

沿岸清掃デー

ごみ拾い参加者２４４０人

ごみ拾い参加者７３９人

沿岸清掃デーで実施

施策⑥
活動発表会

9月22日

活動発表会

施策⑦
DVD制作

ロケ・編集
6月8日～8月31日

小学校に進呈

施策⑤
ごみアートブース 8月17日

～18日

ごみアートブース

野辺地町 7/11
横浜町 7/24
外ヶ浜町 7/27

蓬田村 8/9

9月22日

ごみアート展示
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実施内容

開催日時 ２０１９年５月２７日(月) ９：００～９：２０
開催場所 青森商工会議所会館
出席者 ①山崎結子外ヶ浜町長

②前多正博青森市副市長
③ベイ・クリーンアッププロジェクト実行委員会 西秀記実行委員長（青森商工会議所副会頭）
④横浜町教育委員会 柏谷弘陽教育長
⑤むつ湾広域連携協議会 環境部会 白鳥五大氏（青森市地球温暖化防止活動推進センター長）
⑥青森ワッツ 菅俊男選手、臼井弘樹選手

実施内容 西実行委員長より、当プロジェクトの趣旨と活動内容を発表。
産官学民の代表者がクリーンアップ活動のキックオフを宣言しました。

参加者 ２０人

NHK、青森県内の民放３社（青森放送、青森テレビ、青森朝日放送）、東奥日報社が取材に訪れ、
多くのメディア露出・掲載がありました。

施策①

名称 キックオフ宣言

囲み取材を受ける西実行委員長
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実施内容

むつ湾沿岸８市町村の沿岸部を市町村ごとに一斉清掃。各地の自治体や学校、漁協、商工会議所、NPO法人にも
声をかけて参加者を集め、大規模な清掃活動を実施。
参加者には街のごみを拾うことが、海ごみを無くする為に必要であることを伝えました。
実施した清掃活動は全て「CHANGE FOR THE BLUE」の公式サイトに掲載し、むつ湾清掃の盛り上がりを創出しました。

□青森市
開催日時 ２０１９年６月８日(土) ９：００～
開催場所 サンセットビーチあさむし
参加人数 ２５０人

□むつ市
開催日時 ２０１９年６月９日(日) ９：００～
開催場所 むつ市浜奥内海水浴場
参加人数 １３０人

□平内町
開催日時 ２０１９年６月１５日(土) ９：００～
開催場所 椿山海岸
参加人数 １１０人

□野辺地町
開催日時 ２０１９年７月１１日(木)６：００～
開催場所 十符ケ浦海水浴場、野辺地海浜公園
参加人数 ８０人

施策②-１

名称 沿岸清掃デー
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実施内容

□横浜町
開催日時 ２０１９年７月２４日(水)１１：１０～
開催場所 砂浜海岸海水浴場
参加人数 ８６人

□外ヶ浜町
開催日時 ２０１９年７月２７日(土)９：００～
開催場所 観瀾山海水浴場
参加人数 ２１人

□蓬田村
開催日時 ２０１９年８月９日(金)９：００～
開催場所 広瀬地区
参加人数 ６０人

□今別町
市民が安全にごみ拾いをできる沿岸が無く、実施を断念しました。

施策②-２

名称 沿岸清掃デー

清掃参加者
計 ７３９名
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実施内容

５月３０日～６月９日をピークに９月３０日まで、団体や個人に参加を呼びかけ、街なかのクリーンアップ活動を
実施しました。参加者には街のごみを拾うことが、海ごみを無くする為に必要であることを伝えました。
実施した清掃活動は全て「CHANGE FOR THE BLUE」の公式サイトに掲載し、むつ湾清掃の盛り上がりを
創出しました。

□むつ湾週間 清掃活動
２０１９年６月１日～２１日 ８団体 ３２９人

□日本釣振興会青森市部（青森市 浜町緑地）
２０１９年６～９月 ６回実施 １００人

□横浜町クリーンアップ作戦（横浜町沿岸部）
２０１９年６月２３日 ８２０人

□近川中・奥内小・養護学校合同清掃（むつ市）
２０１９年７月９日 １３１人

□浅虫観光協会・東中学校（浅虫沿岸）
２０１９年７月１５日 １４０人

□ジュニアグローバルトレーニングスクール（浅虫沿岸）
２０１９年８月３日 １２０人

□椿山クラフトキャンプ（平内町）
２０１９年８月１７～１８日 ８０人

施策③-１

名称 街なか清掃キャンペーン
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実施内容

□小湊小・小湊中合同清掃（平内町）
２０１９年８月３０日 ４３０人

□しんまちふれあい広場２０１９（青森市）
２０１９年８月２５日 ２０人

□下北ジオパーク（大間町・佐井村）
２０１９年６月２９日 ４０人
２０１９年７月６日 ３０人

□むつ市海と森ふれあい体験館
２０１９年８月～９月 ３回 １１３人

□「青森ワッツ」バスケ教室＆ごみ拾いイベント
２０１９年７月２８日 ６５人

□活動発表会での清掃活動
２０１９年９月２２日 ２２人

施策③-２

名称 街なか清掃キャンペーン

清掃参加者
計２４４０ 名
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実施内容

沿岸清掃デーで「記録班」を設置し、ごみを種類ごとに分けて数を記録し調査しました。
協力依頼先 ： 弘前大学 環境サークルわどわ
実施場所 ： 青森市、むつ市、平内町、横浜町、外ヶ浜町、野辺地町、蓬田村の沿岸清掃デー
実施方法 ： 沿岸清掃でランダムにごみ袋をピックアップし、サンプル調査
仕分け内容 ： １．ペットボトル ２．プラスチック類 ３．燃えるごみ

４．缶・ビン ５．その他燃えないごみ ６．たばこ吸殻
調査研究 ： ごみをサンプル調査し、プラスチック類でも何が多いのかなど、傾向を調査。

活動発表会で発表

ほとんどの場所でプラスチックごみが多いことが分かった事が報告され、産官学民それぞれが
役割をもってむつ湾の環境保全をしていくことが必要だと訴えました。

公開
小学校進呈のDVDに調査内容掲載
わどわのHP（http://hirodaiwadowa.web.fc2.com/）

施策④

名称 沿岸調査隊
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実施内容

ごみアートの制作・展示を通じて、参加者はもちろん、展示を見た人へむつ湾の海洋汚染の実態を
訴え、意識を高めました。

ごみアート
平内町の沿岸清掃デーで拾ったごみなど漂着物で青色を基調としたごみアート「マレビト」を
制作（アーティスト 木戸永二氏）し、椿山クラフトキャンプ（８月１７日～８月１８日）で、展示。
海洋ごみの問題がむつ湾でも起こっていることを訴え、参加者に感じてもらいました。
ブース展開
ワークショップ参加者や、イベント来場者にイベント会場周辺のごみ拾いも実施してもらうよう呼びかけ。
リサイクルブースを設置し、ペットボトルを洗って出してもらうよう呼びかけ。
「夏泊ビーチクリーンプロジェクト」とのコラボレーション企画として実施。
※企画：平内町地域おこし協力隊、Hiranai Project Rebirth
参加団体：平内町地域おこし協力隊、Hiranai Project Rebirth、青森大学、青森明の星短期大学、

ひらないカレッジ、平内町商工会青年部、平内町漁協、青南商事
出典イベント
実施日 ： ８月１７日(土)～１８日(日)
イベント名 ： 椿山クラフトキャンプ （1700人来場）
実施場所 ： 平内町椿山海岸

施策⑤

名称 ごみアート 夏泊ビーチクリーンプロジェクト
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実施内容

実施日 ： ９月２２日(日)
実施場所 ： 青森市文化観光交流施設 「ねぶたの家ワ・ラッセ」
参加者 ： ６０人
実施概要
・活動成果を報告し、活動を今後も継続していくことを宣言。
山崎結子外ヶ浜町長、西秀記実行委員長、下北ジオパークサポーターの会 小田桐隆夫会長
むつ湾広域連携協議会 白鳥五大氏、弘前大学環境サークルわどわ、青森大学社会学部藤公晴教授
むつ湾の絵コンクールに受賞した児童６人

・沿岸調査隊による調査結果発表（弘前大学環境サークル わどわ）では、調査７地点でのごみの調査仕分け
調査の内容を発表しました。
・青森大学 社会学藤教授が、産官学民が連携して活動を継続していくことの必要性について講義しました。
・下北ジオパークサポーターの会 小田桐隆夫会長が、沿岸清掃の実施事例を発表しました。
・「夏泊ビーチクリーンプロジェクト」制作のごみアートを併設イベント「あおもりべじまつり」会場に展示しました。
・「むつ湾の絵コンクール2019」表彰式を併設し、親子で参加してもらいました。

※あおもりべじまつり ： 素材にこだわった食の販売や、カヌー体験、ミニコンサート、各種ワークショップを
展開するファミリーイベント。

施策⑥

名称 活動発表会
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実施内容

海洋ごみについてやプロジェクトの調査結果をDVDにまとめ、８市町村の全小学校６９校と教育委員会、
関係各所に進呈しました。

タイトル
～みんなのむつ湾～海の未来をかえよう

内容
８市町村の沿岸清掃の様子を紹介しながら、沿岸調査隊による調査で分かったごみ種類の割合や、特性をまとめる。
環境省等からデータを取り寄せ、プラスチックごみによる海洋汚染が世界的な問題になっていることを紹介する。
横浜町で３０年以上ごみ拾いに取組む、横浜町教育長の柏谷弘陽氏のインタビューを通じ、
むつ湾の海流により、ごみが湾の東側にたまることを知らせる。
※正味１３分程度

施策⑦

名称 DVD「～みんなのむつ湾～海の未来をかえよう」制作



15

アンバサダー

アンバサダーを擁立することで、青森県民の関心を高め、当事業の趣旨を
より多くの人に認知してもらうことによって、活動の広がりを創出しました。

アンバサダー ：青森ワッツ
青森県のプロバスケットボールチーム。約２０００名のブースター会員を有する。

【活動内容】
・２０１９年５月２７日 キックオフ宣言参加

・沿岸清掃デー告知ＣＭへの露出（５月３０日～６月８日 ５０本）

・２０１９年６月８日 沿岸清掃デーin青森市 への参加

・２０１９年７月２８日
バスケットボール教室＆ごみ拾いイベント実施（青森市マエダアリーナ）
※告知CMへの露出（７月２３日～７月２７日 ３２本）
※実施内容 参加者と青森ワッツの選手が一緒にごみ拾いを実施。
ごみ拾いの後は、子どもを対象としたバスケットボール教室と大人
のファンを対象にしたファンイベントを実施。
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広報／メディア露出 ①

①テレビ
沿岸清掃デー告知スポット ５月３０日～８月８日 １５秒１９９本

報道取材・・・キックオフ宣言、沿岸清掃デー（青森市）
街なか清掃キャンペーン、活動発表会

②新聞
キックオフ宣言（東奥日報）
沿岸清掃デー（東奥日報）
９月２３日 活動発表会（東奥日報）

青森朝日放送 5月27日18:15～19:00 放送 青森テレビ 5月27日11:25～11:55 放送 NHK青森 5月27日18:15～19:00 放送 青森放送 5月27日18:15～19:00 放送

青森朝日放送 6月8日17:42～17:45 放送 青森朝日放送 9月8日18:15～19:00 放送 青森朝日放送 9月23日18:15～19:00 放送

東奥日報 6月13日 電子版掲載東奥日報 5月27日 電子版掲載 東奥日報 9月23日 掲載
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広報／メディア露出 ②

②SNS
５月２７日 「むつ湾クリーンアッププロジェクト」公式Ｔｗｉｔｔｅｒ開設。沿岸清掃デーの告知など、イベント案内を発信。

③その他
グラフ青森「青森の暮らし」に記事掲載 ３回

グラフ青森「あおもりの暮らし」5/24号
グラフ青森「あおもりの暮らし」9/25号



18

制作ツール

ポスター １００枚
（日本財団オリジナルをベースに制作）

横断幕 １０枚
（日本財団オリジナル）

チラシ ５０００枚
（日本財団オリジナルをベースに制作）

沿岸清掃デーなどイベントの参加募集に活用

ＤＶＤ １００枚


